
海や空を放射能で汚す「六ヶ所再処理工場」の
本格稼動の中止を求める署名

氏名 住所（都道府県からご記入下さい）

海に空に、放射能（放射性物質）を捨てないでください。

署名取り扱い団体：「サーフライダー・ファウンデーション・ジャパン 六ヶ所署名係」

〒629-3101   京都府京丹後市網野町網野656 e-mail: rokkasho@surfrider.jp

集まった署名は、上記取扱い団体までお送り下さい。

第一次集約は2007年10月末日。

お預かりした個人情報は、署名以外の目的には使用致しません。

※署名の際の注意事項

・この署名は、趣旨に賛同くださる方ならどなたでも署名できます。

・署名は、黒または青のボールペンで、都道府県から省略しない住所とお名前を記入してください。

・同居のご家族の分は代筆でもかまいません。住所が同じ場合は“同上”と記入してください

・用紙が足りない場合は、コピーまたはhttp://www.surfrider.jpよりダウンロードして、ご使用下さい。

取り扱い団体　サーフライダー・ファウンデーション・ジャパン

　私たちは、海を利用するサーファーの立場から、海辺の環境を守り続け、未来の子どもたちが安心して海で

遊べるよう、海の素晴らしさを伝えています。しかし、今  、その海が放射能で汚染されようとしています。

　青森県六ヶ所村に建設された核燃料再処理工場が本格稼動すれば、平均的な原子力発電所の1年分の放射能

をたった1日で放出すると言われています。そして、放射性物質が含まれる廃液は、沖合約3キロ、水深約44

メートルの海洋放出口からも放出され、海流に乗って、太平洋沿岸に広まり、日本のみならず、地球規模の海

洋汚染を引き起こします。日本原燃株式会社は「廃液は大量の海水で希釈される」と安全性を強調しています

が、たとえ希釈された放射能が微量でも、人体へ健康被害をもたらす可能性があります。

　これは、私たちサーファーを含めた、海と関わる人だけの問題ではありません。　この地球に暮らす全ての

生命に関わる問題なのです。

　このようなことを踏まえ、私たちは次のことを求めます。

内閣総理大臣 殿

経済産業大臣 殿

海は呼吸しています。人類が誕生するはるか昔から力強く生きて、今の姿があります。

それは、一度壊してしまったら、人間の手で元通りにできるものではありません。

誰にも拾うことのできない放射能を、海に流さないでください。


